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ご本尊像養生供養 ～落慶式以後、初の聖壇大改修～ 

京都教会の聖壇改修工事が10月20日から行われ、

11 月 9 日のご本尊像養生撤去で新しく綺麗になった

聖壇がお披露目されました。 

今回の改修工事は、1994年 3月 27日の落慶式以

後、使われ続け傷みが目立ってきた、「緞帳」「みす」

を修復、「聖壇のクロス」を貼り替え、「椅子」は中の

綿を替え、座面も新しく、また黒く塗り直し金箔も貼

り直しました。「経机の黒いアクリル板」は新調しまし

た。 

今回の修復

には職人のべ

117 名が携わ

りました。その

修復作業を行

うにあたり、ご

本尊像をお守

りする白布を

かけるご本尊

像養生供養が

10 月 19 日に行われ、会員を代表して各支部長が参

加。本部教務部、儀式行事グループから伊藤次長はじ

め、スタッフの方々が内陣に脚立を立て、読経供養を

行いながら挙行されました。ご本尊像に白布がかけら

れたのは 1993年 12月 23日の入仏式以来、初めて

の出来事になります。 

読経供養後、中村教会長は全国 238教会ある中、京

都教会のように大型のご本尊様は 7 体しかないと紹

介。開祖さまが京都に宗教協力が広まるように思いを

寄せて頂いたと述べました。そして、「この地に教えを

広める気持ちに立ち戻るために、ご本尊の滅を示して

下さっている。教えを広め、実践に移す決意を固める

機会にさせて頂きたい」、また「仏の滅・不滅を通して

自ら教えを服し、草創期の原点に返り、京都を常寂光

土にしていきましょう」と精進を促されました。 

 

11 月 9 日はご本尊像養生撤去祈願供養が行われ、

会員代表で各支部長が参加。10月と同じく読経供養し

ながら、今度は白布を取り除く作業が行われました。 

中村教会長は「今日は祈願よりも誓願。各自が五十

展転の最初の人になって、覚悟をもってこの地にご法

を広める誓願の日とさせて頂きたい」と結びました。 
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令和２年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 

 
聖壇クロスの貼り替え 

 

１０月１９日 白布で養生をする様子 

 

緞帳の取り外し作業 
 

緞帳の目を一つ一つ細かい手作業 
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今月のことば ～清々しい毎日をおくる～ 京都教会長 中村憲一郎 

今年も残すところあと一ヵ月となりました。この一

年を振りかえってみますと、コロナに始まりコロナに

終わる一年だったように思います。楽しみにしていた

東京オリンピック 2020も来年に延期となり、生活ス

タイルも変容を遂げ、ICT によるコミュニケーション

が求められる時代が一気に到来しました。メカやデジ

タルの世界に弱い私たち高齢者には、まさにコロナは

幕末に到来した「黒船」のようでした。また、世界規

模でコロナが感染爆発を起こしたことで、はからずも

分断された世界が、世界市民、地球市民の意識に立た

ざるを得ない「つながり」の世界となったのです。 

会長先生は 12 月号「佼成」の中で、一日も早いコ

ロナの終息を祈るとともに、私たち法華経を信奉する

者が忘れてはならないことがあるとして、年頭にお示

しくださった「即是道場（仏道修行とは、日常生活の

中にある）」の精神を再度お示しくださいました。たと

えコロナ禍にあっても思いやりの心を忘れてなかった

か。自分と考え方の違う人にもやさしく、柔軟にふれ

あうことができたか。こうした日常の一つひとつを精

進の機会にしてきたか、を自問することをお勧めくだ

さっています。さらに、法華経の法師功徳品の一節に

ふれ、「法華経の教えを実践し、世に弘める人は、六根

（眼、耳、鼻、舌、身、意）が清らかになる」と述べ

られ、「即是道場」の実践こそ、清く、おだやかな気持

ちでものごとを受けとめ、毎日を清々しく過ごすこと

ができると説かれました。かつて会長先生は、「仏道は

見方道でもある」と仰いましたが、例えばコップに水

が半分あるのを見て、「半分しか残っていないとみる

（不足の見方）か、半分も残っているとみる（肯定的

見方）か、誰かが半分残しておいてくれたとみる（感

謝の見方）かによって、自身の心に及ぼす影響はまっ

たく違ってくる」のです。こうした見方を教えによっ

て日々鍛錬してきた私たちは、置かれている環境や条

件の中で、いかに豊かな、清々しい見方を発揮できる

か、「即是道場」はそれを教えているのです。 

先日、通勤電車の中で三人の高校生が談笑していま

した。うち一人はマスクを着けていましたが、あとの

二人はノーマスク。近くにいた私の心は穏やかではあ

りません。次の瞬間「なにしてんのや！」と注意した

い気持ちも動きましたが、経験上怒りの心で注意して

も通じるわけがありません。反発を招くばかりです。

日頃から会員さんに「相手の身になって考えることが

大事ですよ」とお伝えしていることを思い出し、「きっ

と話に夢中になって、マスクを着けるのを忘れるほど

楽しいのだろう」と怒りの心をグッとおさめ下車しま

した。幸いにもその高校生が持っていたバッグから学

校名が分かりましたので、以前会長先生から教えてい

ただいた真言「おんにこにこ 腹立つまいぞや ソワ

カ」を声に出して唱え、心が落ち着いてから学校に電

話をかけ、今朝の電車の様子を静かにお伝えしました。

「きっと話に夢中になってマスクを着けるのを忘れた

のだと思います。しかし、公共交通機関の中ですので、

御校のことも考え、今一度全校生徒に公共の場や通学

時でのマスクの着用をお願いしていただけますか」と

お話ししたところ、電話を受けた職員さんが大変恐縮

して「全生徒に徹底させていただきます。ご連絡いた

だき有り難うございました」と気持ちの良い応対をし

てくださいました。後日、同じ電車で三人の生徒さん

にお会いしましたが、三人ともしっかりマスクを着け、

静かに談笑していました。怒りは通じませんが、相手

を思う心は通じることを、この高校生たちを通じて改

めて教えていただきました。これも緊張の続くコロナ

禍だからこその学びと感謝する次第です。 

むすびに会長先生は、「いつでも、どこでも、誰に対

しても、思いやりとやさしさ、そして温かな気持ちを

忘れない菩薩であれ」と私たちを菩薩と拝み、励まし

てくださっています。年末には各家庭で大掃除をしま

すが、心のすす払いも忘れずに、清々しい新年を迎え

たいものです。この一年を振り返って、あなたの胸に

は、仏のどんな励ましの声が聞こえますか？  合掌 

 

活動自粛の中で ～功徳の確認をしました～ 

 今年の 3月からコロナ対策として教会を閉鎖し、活

動自粛してきました。その中でもいろんな功徳を頂き

ました。多くの中からいくつかを紹介します。 

・年頭の会長先生のご指導にあった「即是道場」を実

感している。 

・時間に追われて形だけになっていた朝夕のご供養も、

ゆっくりとお経の意味を噛み締めながら読誦させて

頂けるのが有り難い。 

・3密を避けてのご宝前の遷座式にご主人が喜ばれた。

会員さんの心に寄り添っていくことの大切さを教え 

て頂いた。 

・盂蘭盆会などを家族でさせて頂いた。佼成会にあま

り理解がなかったご家族が、その意味をかみしめら

れ、喜んでおられた。 

・支部の青年部からリモート法座の提案があがり、実

施できた。 

・新人主任の会員さんで、ご主人のおばあさんの十三

回忌のご供養に世田谷教会から参拝があった 

・ご本部の YouTube を見ることが出来る会員さんが

徐々に増えてきている。 
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コロナ禍でも活動を続ける団体へ寄付 ～「一食を捧げる運動」地域貢献緊急支援～ 

新型コロナウイルスの感染が第3波に入ったと言わ

れている中、今春以来、影響を受けながらも地域に貢

献されている方々がおられます。 

 このたび、本会では「一食を捧げる運動」で集めら

れた献金の中から、地域で活動されている団体に、緊

急支援の寄付をすることになりました。京都教会から

は、「ＮＰＯ法人 あかしやふれあいネットワーク」

「（社福）白百合会 リ・ブラン京都中京」「東山区不

登校ひきこもりを考える親の会～シオンの会～」の３

団体に寄付させて頂きました。 

 今回は、京都佼成議員懇話会の幹事長・中野洋一氏

（京都市議会）と、副幹事長・田中けんじ氏（京都府

議会）のお世話によって、ご縁を頂きました。ただで

さえ厳しい条件の中でも、困っている人たちを助けよ

うと努力されている姿がありました。 

 

「NPO法人 あかしやふれあいネットワーク」 

（京都市中京区） 

 近年、社会問題化している子どもの貧困問題の解決

に向けて、京都府の「きょ

うとこども城づくり事業」

を通じた、学習・食事・入

浴など生活面を集団生活の

中で養えるように支援して

いる。 

「（社福）白百合会 リ・ブラン京都中京」 

（京都市中京区） 

 就労継続支援 B型事業所として、障がいのある人々

がクッキーや小物、おかしの袋詰め等の就労訓練を行

っている。 

 さらに、共働きやひとり

親世帯等で孤食になりが

ちな地元の小学生に夕食

を提供し、英語、算数、図

画工作といった学習支援

を行っている。 

 

「東山区不登校ひきこもりを考える親の会」 

（京都市東山区） 

 不登校・ひきこもりで悩みを持つ親同士が、家庭内

のお子さんへの向き合い方が少しでも楽になるよう

に、ゆっくり、のんびり語り合うことで、肩の荷を軽

くしてもらうことを目的としている。 

学習会、講演会などで、

親の対応、家族のあり方等

を学習。子ども達に、絵画

の作成、チラシ・ポスター

作成などを通して、外に出

る機会を設けている。 

 

第 9 回「ありがとう」コンクール ～選考結果発表～ 

8月 15日から始まった第 9回「ありがとう」コン

クールには、32件の応募があり、委員会による選考

の結果、最優秀作品 1点、優秀作品 2点が選ばれまし

た。 

 

「ありがとう」1日 100回運動推進委員会では、来

年が第 10回を迎える記念大会になることから、日頃

から「ありがとう」を意識・実践し、こころあたたま

る作品の応募をお待ちしています、と期待している。 

最優秀作品 

 「言われると 嬉しくなるの ありがとう」 

 

優秀作品 

 「ありがとう と言った 笑顔に ありがとう」 

 

優秀作品 

 「ありがとう 見えてなかったことが みえてくる」 

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【ちゃら】 

差し引きゼロにすること。「借りをちゃらにする」な

ど、ちょっとずるいイメージだ。 

策略、詐欺、欺瞞（ぎまん）などの意味のあるサン

スクリット語「チャラ」が語源といわれている。 

 口からでまかせをいったり、でたらめ、冗談をいう

うという意味もある。おべんちゃら、ちゃらんぽらん、

おちゃらけなども同じルーツ。 

 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 

 

来月以降「平安月報」は月一回の発行から主行事ごとの SNS配信による「平安便り」に変わる予定です。 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「仏さまのはからい」 

今年も無事に年の暮れを迎えさせてもらえました

が、景気の停滞や、天災、病気などで、素直に「無事、

この一年を過ごせました」と言えない方もおられるか

もしれません。けれども、その苦労の多かった一年を、

どう受け取るかが大事だと思うのです。 

仏さまは私たちのすべてをわが子として、「必ず私が

守ってあげます」とお約束くださっています。そのお

言葉を、信じきるのです。この一年、みなさんがどの

ような苦しみに遭い、どうがんばってきたか、そこか

ら立ち上がるみなさんの懸命な努力を、仏さまはいつ

も見守ってくださっています。 

仏さまは、わが子がそれだけの力を具えているのを、

信じきっておられるのです。親が子どもを強く育てる

ために、その願いとは違うように見えるものを与える

ことがあるように、仏さまは、いま私たちにいちばん

必要なものをお与えくださいます。 

安穏無事とは、なにごとも起こらないことではなく、

どんなことが起ころうと、それを乗り越える力を具え

ていることです。非情の試練とみえることが、その力

をつけてくださる仏さまのおはからいだったと分かる

ときが、必ずきます。 

「大人物と小人物」 

どんな事業もその成否のポイントは、人材の発掘と

育成にかかっています。創業者として名を残すような

人は、例外なく人を育て、人を生かす名人といえます。

逆に言うと、どんなに大きな組織であっても、人を育

てることを怠り、人を育てる力を失ったら、その組織

の将来は危うくなってきます。  

孟子は、「大人物と小人物の違いは、どこにあるので

しょうか」と問われて、「何が肝心で何が枝葉末節であ

るかをつかんでいるかいないかの違いだ」と答えてい 

ます。目の前の利害得失に奔走するのは、枝葉のこと

です。大局を見通す人は、人材を育ててこそ、どんな

状況の変化にも応じられる百年の計がはかれることを

知っています。 

そして、なによりも人の和の大切さです。人間関係

いかんですべてが決まることを肝に銘じて、なにより

もまず人を育て、人の和を大事にすることを優先する

企業であってこそ、大企業といえるのではないでしょ

うか。現在の規模の大小に関係なく、その努力をする

かしないかの違いは、じきに目に見える形になって現

われてきます。 

「人間の真の覚醒」 

政治も宗教も、つまるところは明るく住みよい社会

の建設、そして人類の平和をめざすためのもので、そ

の点においては変わるところはありません。しかし、

政治は、きのう、きょう、あすといった比較的さし迫

った日限の中で、どちらかといえば力関係を中心にし

て動くものであるのに対して、宗教は、過去、現在、

未来という長い時間の中で、個人の心の平和とともに

理想の社会、平和な世界をめざします。 

政治は社会の不正を正すことで社会浄化をめざし、

宗教は人びとの仏性（ぶっしょう）を磨きだすことで、

平和な世界を築くことをめざすものと言ってもいいか

もしれません。お釈迦さまが説かれた慈悲の教えを自

分のものとして、それを、さらに多くの人びとに伝え

ていきたいという願いが菩薩行なのですが、「三千世界

を知るも、なお自己を知らず」と言われるように、人

は、まわりの欠陥はよく見えても、自分のこととなる

と何も見えていないものです。 

政治も宗教も、まず自らを正して、それぞれの道で

人間を真に覚醒させていくことを忘れてはなりませ

ん。                  （つづく） 

 

１２～１月の主な教会行事 ●メッセージ 

12月 1日(火) 

4 日(金) 

5 日(土) 

8 日(火) 

10日(木) 

15日(火) 

20日(日) 

1 月 1日(金) 

4 日(月) 

7 日(木) 

10日(日) 

15日(金) 

未定 

未定 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

6:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

未定 

未定 

朔日参り(Web 配信) 

開祖さまご命日(Web 配信) 

教会発足記念日（61 周年記念） 

成道会(Web配信) 

脇祖さまご命日(Web 配信) 

釈迦牟尼仏ご命日(Web 配信) 

教会大掃除 

元旦参り(Web 配信) 

開祖さまご命日(Web 配信) 

御親教(Web配信) 

脇祖さまご命日(Web 配信) 

釈迦牟尼仏ご命日(Web 配信) 

第 55回成人式 

寒中読誦修行 

今年は新型コロナしか記憶にないくらい、コロナ一

色でした。人と会うことが密になるということで、ス

マホやパソコンを使ったリモート会議（法座）を始め

られた方もおられるのではないでしょうか。ミシンを

出してきてマスク作りを始めた方、地域でボランティ

アを始められた方などなど。今まで当たり前だったこ

とが、当たり前でなくなり、その有り難さに気付けた

こともあったのではないでしょうか。来年も活動自粛

で教会に行けない日々はまだまだ続きそうです。「教会

に行けない」と思うより、「教会に行かなくてもいい」

と思って、今まで土日に行くことが多かった方はその

分、地域での菩薩行に専念してみませんか。秋冬は地

域の落ち葉清掃など。教会に行くことが菩薩行ではな

く、地域で役をさせて頂くことが大切だと思います。 


